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 〈作品〉 文字の種 
 〈演奏〉  
   
論文等審査委員   
（主査） 東京藝術大学 教授 （美術研究科） 長谷部 浩 
（論文第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術研究科） 藤崎 圭一郎 
（作品第１副査） 東京藝術大学 教授 （美術研究科） 鈴木 理策 
（副査） 東京藝術大学 准教授 （美術研究科） 八谷 和彦 
（副査）   （）  
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は物質とは違う形で私たちの精神に働きかけ、空間を自由に行き来するが、文明は言葉を印刷という方法
で物質的に固定化しようとしてきた。紙型を介在させることにより、技術を支える物や工程を含んだ印刷
の歴史の姿を表す本作品は、技術が進歩する際にたびたび見失われるもの、つまり言葉と精神、文明と物
質のあいだに存在するものへの示唆を含むものであり、その意味は大きい。 
以上の理由から博士号に値すると判断した。 
 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
十二月十五日、大学美術館で関根ひかりによる論文要旨の発表と質疑応答を行ったのち、主査、副査が、
当該学生との口頭試問に対面で臨み、学生退出ののち、 終的な審査を総合的に行った。 
・論文について 
 活版印刷の過程の中で、「紙型」というこれまで注目されてこなかった行程に着目し、単に消費財とし
てではなく、文化的な価値を認めたところがすぐれていた。また、紙型を管理してきた新聞社、出版社に
おいても破棄が進んでおり、活版印刷を経験した社員、職人が次々と鬼籍に入る時期にあたり、貴重な証
言を収集し、また、活版印刷が国内に入ってきた地、長崎などをフィールドワークを行い論文を充実した
ものとした。研究目的が、この失われていく物質に対する強い哀惜の念に支えられている。研究のための
研究ではなく、強靭な動機に支えられた姿勢が、全体の水準を高めている。また、関連の文献に関しても、
限られた論文等に直接当たり、分類整理を行うとともに、のちの研究者にとって有用なアーカイヴを巻末
におさめ付録とした点も評価された。 
・作品について 
 論文での調査、研究を踏まえて、インスタレーションとして作品発表を行った。論文の他に短い小説を
自ら執筆し、職人に活字でくんでもらって、さらに「紙型」の再現を試みた。この執筆と物質化の過程を
発展させて、博物館を思わせる硝子ケースに、周囲が焼け焦げた紙型と鉛活字を収めた。こうした作品化
の根本にあるのは、第二次世界大戦の末期、東京を襲った大空襲で失われた紙型に対する哀惜である。ま
た、さらにいえば、単に出版物に留まらず、戦火によって消尽された文化的な事物への哀惜へと繋がって
いる。 
 また、作品全体が、紙型の第二次制作物ともなっており、論文で収集した文箱などの制作物の系列に自
作を置きたいという願いが感じられ高い評価を得た。 
・総合判定 
 論文、作品ともに、学位にふさわしいだけの水準を備えている。また、論文、作品のどちらかに偏るの
ではなく、双方共に執筆および制作に時間と労力をそそぎこんでいく姿勢が高く評価出来る。そのため、
主査・副査の全員一致で博士の学位を認める結論に達した。 
